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Abstract 
Numerical solutions are presented for supersonic flow past conical bodies which support 
elliptic conical shock waves. The adopted numerical method is the inverse method developed 










するようである1)0 Stocker and Mauger2)はvorticallayer内でも計算が進行するような数値
解析法を展開した。 しかし この方法は円錐の迎え角が大きくなると， 求められる物体上に
“hump円が現われるという謎を残している。
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(3.1) f(O， O)= 0 
とすれば，衝撃波直後の諸量は次のようになる。
(3.2) u = cos ()
(3.3) v ーω{1一(け手)
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楕円の短径長径比 α/b=0.95，0.8， 0.6， 0.4の楕円錐衝撃波に対して得られた物体形状が






































Fig. 1. Body shapes for given elliptic conical shock waves. 
(d) 
得られた物体形状は，ajb=0.95の場合には， 与えられた衝撃波形とほぼ相似な形となるが，
ajb=Oふ 0.6の場合には，与えられた衝撃波形より局平な形となる。 この傾向は VonDyke) 
の数値計算結果と同様である。 ajb=O.4の場合には，計算は途中で停止し，満足すべき物体形
状は得られなかった。この原因として， (1) vortical singularity近傍における数値計算の精度
の悪さ， (2) vortical singularityのゆ=00 以外での出現等が考えられるが，目下検討中である。
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Fig. 2. Pressure co巴伍cientson bodies given by elliptic 
conical shock waves. 
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Fig. 3. The effect of changing r 









Fig.4. T、heeffect of Mach number 
variation on body shape. 
6. むすび
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